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（研究会表彰作品） 「水流豊富な頭首工」

巴
地
区
の
土
木
工
事
に
つ
い
て
実
施
さ
れ
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
打
設
と

仮
設
工
に
つ
い
て
質
疑
応
答
が
あ
り
ま
し
た
。

翌
18
日(

金
）
は
海

部
支
部
に
お
い
て
、
た
ん
水
防
除
事
業
立
田
輪
中
二
期
地
区
の
排
水

路
工
と
地
盤
沈
下
対
策
事
業
日
光
川
二
期
地
区
の
排
水
路
工
に
お
い

て
実
施
さ
れ
何
れ
も
仮
設
工
、
特
に
仮
設
道
路
に
関
す
る
事
項
が
多

く
、
現
地
を
見
て
そ
の
重
要
さ
を
肌
で
感
じ
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

ま
た
22
日
（
火
）
は
名
古
屋
支
部
に
て
、
現
地
研

修
会
の
代
わ
り
に
「
石
綿
管
の
安
全
な
処
理
方
法
に

つ
い
て
」
の
講
習
等
と
合
同
意
見
交
換
会
を
開
催
し

ま
し
た
。
つ
づ
い
て
１
月
28
日
29
日
30
日
の
３
日
連

続
で
岡
崎
、
一
宮
、
知
多
支
部
で
実
施
さ
れ
た
。
岡

崎
支
部
で
は
、
か
ん
が
い
排
水
事
業
村
高
地
区
、
一

宮
地
区
で
は
、
畑
地
帯
総
合
土
地
改
良
事
業
般
若
地

区
、
知
多
支
部
で
は
、
た
ん
水
防
除
事
業
小
倉
地
区

と
様
々
な
内
容
の
研
修
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
は
、
過
去
11
年
間
の
報
告
書
に
示
さ
れ
た
、

仮
設
道
路
（
幅
員
・
工
法
）
の
問
題
以
外
に
、
石
綿

管
の
処
理
に
つ
い
て
名
古
屋
支
部
を
始
め
、
東
三
河
、

一
宮
支
部
で
意
見
交
換
が
あ
り
、
今
後
の
設
計
に
大

い
に
参
考
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

翌
週
は
23
日(

水)

か
ら
25(

金)

ま
で､

豊
田
、
東
三
河
、
幡
豆
支

部
で
実
施
さ
れ
豊
田
支
部
で
は
、
老
朽
た
め
池
工
事
、
東
三
河
支
部

で
は
、
か
ん
が
い
排
水
お
よ
び
用
水
管
水
路
特
別
対
策
、
幡
豆
支
部

で
は
、
用
排
水
整
備
に
つ
い
て
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
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今
年
も
、
愛
知
県
農
業
土
木

研
究
会
と
合
同
で
現
地
研
修
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
１
月
17

日
（
木
）
か
ら
１
月
30
日(

水)

に
か
け
て
８
会
場
で
行
わ
れ
活

発
な
意
見
交
換
が
行
な
わ
れ
ま

し
た
。
ま
た
本
年
度
は
過
去
11

年
間
の
資
料
を
基
に
現
地
研
修

会
の
報
告
書
が
取
り
ま
と
め
ら

れ
、
問
題
点
が
浮
き
彫
り
に
な

り
、
今
後
の
設
計
へ
の
反
映
を

目
的
と
し
て
、
そ
の
内
容
が
報

告
さ
れ
ま
し
た
。

新
城
支
部
で
は
、
農
業
用
集

落
排
水
処
理
施
設
受
託
事
業

水
土
里
ネ
ッ
ト
愛
知
主
催
に
よ
る
「
あ
い
ち
の
農
業

農
村
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
」
に
協
賛
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

研
究
会
よ
り
「
豊
か
な
農
地
・
あ
い
ち
特
別
賞
」(

右
写

真)

を
設
け
表
彰
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

本
コ
ン
テ
ス
ト
は
、
今
年
で
６
回
目
を
迎
え
、
本
年

は
、
「
土
地
改
良
施
設
と
水
土
里
の
四
季
」
を
テ
ー
マ

と
し
て
二
百
点
を
超
え
る
力
作
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

（
水
土
里
ネ
ッ
ト
愛
知
で
の
表
彰
式
）

本
年
度
も
本
会
主
催
の
賀
詞
交
歓
会
を
平
成
20
年
１
月
11
日

（
金
）
ホ
テ
ル
名
古
屋
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス
に
お
い
て
開
催
し
ま

し
た
。
交
歓
会
は
、
来
賓
と
し
て
愛
知
県
議
会
自
由
民
主
党
土

地
改
良
議
員
連
盟
の
浜
田
一
徳
会
長
は
じ
め
役
員
三
名
、
愛
知

県
農
業
土
木
研
究
会
の
田
村
幹
洋
会
長
外
一
名
を
お
招
き
し
、

本
会
か
ら
は
前
田
会
長
を
は
じ
め
会
員
五
十
七
名
が
参
加
す
る

盛
大
な
催
し
と
な
り
ま
し
た
。

本
会
会
長
か
ら
は
、
食
料
自
給
率
の
低
下
や
異
常
気
象
、
代

替
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
の
穀
物
利
用
と
い
っ
た
昨
今
の
状
況
に

触
れ
、
「
よ
り
安
全
・
安
心
で
安
定
し
た
農
産
物
の
提
供
が
重

要
」
と
発
言
。
研
究
会
と
し
て
は
ソ
フ
ト
・
ハ
ー
ド
の
両
面
で

ど
の
様
な
貢
献
が
可
能
か
検
討
を
進
め
る
と
し
、
参
加
者
に
対

し
こ
れ
ま
で
以
上
の
指
導
・
協
力
を
呼
び
か
け
ら
れ
ま
し
た
。

愛知県
農業土木
測量設計

技術研究会


